シガイダイ DMAT トシテノ シュツドウ ケイケン カラ ： ヒガシニホン ダイシンサイ デノ カツドウ ヲ トオシテ by 佐伯 ふみ子 & 梅村 由佳
滋賀医大DMATとしての出動経験から　：　東日本大
震災での活動を通して（特別寄稿）


































方にかけて震度6 弱～震度1 を観測した2)。 
 
＜3月12日（発災2日目）＞ 
























































































































































































































































 また、私たちは定期的に DMAT 訓練に参加しているが、
如何に実際の災害同様の訓練が大切かを学んだように思
う。今後の訓練においても、自分のやるべき役割は何か
を考えながら、経験を積んでいきたいと思う。 
 
おわりに 
東日本大震災が発生して 2 年の月日が流れようとして
いる。短い期間ではあったが、発災直後の現地で活動を
行った際、病院をはじめとする様々な機関、多職種との
連携、また被災地域住民の協力など、人とのつながりは
大災害の中でとてもあたたかい気持ちになった。どんな
状況においても、人とのつながりは人間にとって欠かす
ことができない重要なものであり、自身の看護にも深く
影響を与えるものと感じている。 
まだ仮設住宅での生活を余儀なくされる方、家族が行
方不明のままの方、進まないがれきの処理など物理的に
も精神的にも震災の爪痕は大きいままである。少しでも
早く、被災者が穏やかに生活できるような復興の道筋が
できるよう、心から願っている。 
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